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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第１四半期の業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 2,090 29.1 176 398.4 241 165.2 164 145.4

2026年３月期第１四半期 1,619 △14.6 35 △63.0 90 △66.2 67 △63.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 23.04 －

2026年３月期第１四半期 8.91 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 15,210 12,226 80.4

2026年３月期 14,840 12,122 81.7
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 12,226百万円 2026年３月期 12,122百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 4.00 － 10.50 14.50

2027年３月期 －

2027年３月期(予想) － － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

(注) 2027年３月期の配当予想につきましては、現時点では未定とさせていただきます。

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) － － － － － － － － －

通期 － － － － － － － － －

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

(注) 業績予想につきましては、現段階で合理的な業績予想の算定を行うことが困難なことから未定とし、記載してお
りません。今後、合理的な予想が可能となった時点で速やかに公表するように努めます。なお、当該理由につきまして
は、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 7,767,800株 2026年３月期 7,767,800株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 629,917株 2026年３月期 629,916株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 7,137,883株 2026年３月期１Ｑ 7,522,884株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能
性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
資料３ぺージ「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期累計期間の経営成績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続く一方、物

価上昇が継続しました。また、2026年２月末以降の中東情勢の悪化が長期化したことにより、原油・エネルギー価

格や為替相場の急激な変動に加え、石油関連製品の物流混乱や関連資材価格の高騰といった実体経済にも影響が広

がっており、先行き不透明感が一段と強くなってまいりました。

また、住宅業界におきましては、当社の業績に影響を与える持家着工戸数が前年同四半期比で約20％増となりま

したが、前年同四半期が建築基準法改正に伴う建築確認申請遅延等の影響で大幅に落ち込んでいたことによる反動

であり、前々年同四半期比では５～10％減にとどまるなど、厳しい環境が継続しております。加えて、石油関連製

品の物流混乱により住宅用建築資材の調達・供給に支障が生じる状況もみられるなど、今後の動向を注視する必要

があります。

このような経営環境のもと、当社では、前年同四半期の持家着工戸数が低調であったことによる反動や国内住宅

会社における当社製品の採用棟数の増加に加え、工事受注や海外向け販売の拡大等といった継続的な活動も実施し

てまいりました。さらに、2026年６月に実施した製品価格改定前の駆け込み需要と、住宅業界全体で資材調達が混

乱する局面において、一部で在庫を確保する動きがあったことによる、一過性の需要が大きく影響し、売上高につ

きましては前年同四半期比29.1％増の2,090百万円となりました。

一方、損益面につきましては、エネルギーコストの増加や各種物価上昇の影響がありましたが、販売量に応じた

柔軟な生産体制、人員の適正配置やエネルギー利用の最適化・省力化といった生産性向上に引き続き取り組んだ結

果、当第１四半期累計期間における売上原価率は、前年同四半期比1.5ポイント減の71.9％、売上総利益は前年同四

半期比36.6％増の587百万円となりました。

販売費及び一般管理費におきましては、物価上昇が影響し、前年同四半期比4.1％増の410百万円となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高2,090百万円（前年同四半期比29.1％増）、営業利益176百

万円（前年同四半期比398.4％増）、経常利益241百万円（前年同四半期比165.2％増）、四半期純利益164百万円

（前年同四半期比145.4％増）の増収増益となりました。

（２）当四半期累計期間の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期末の資産につきましては、現金及び預金の増加323百万円（前事業年度末比15.7％増）等により、

15,210百万円（前事業年度末比2.5％増）となりました。

負債につきましては、仕入債務の増加130百万円（前事業年度末比22.2％増）等により2,983百万円（前事業年度

末比9.8％増）となりました。

純資産につきましては、利益剰余金の増加89百万円等により12,226百万円（前事業年度末比0.9％増）となりまし

た。
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②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて123百

万円増加し、1,860百万円となりました。

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は、375百万円となりました（前年同四半期累計期間は2百万円の支出）。

営業活動による資金の増加要因としては、主に税引前四半期純利益241百万円、棚卸資産の減少額132百万円等

によるものです。

一方、営業活動による資金の減少要因としては、主に売上債権の増加額133万円、賞与引当金の減少額75百万円

等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は、252百万円となりました（前年同四半期累計期間に比べ138百万円の増

加）。

投資活動による資金の減少要因としては、定期預金の預入による支出200百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は、0百万円となりました（前年同四半期累計期間に比べ18百万円の減少）。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、中東情勢の長期化に伴うエネルギーコストや物価上昇の動向に加え、価格改定前

の駆け込み需要及び在庫確保に伴う反動減の程度、今後の住宅市場の動向など不透明な要素が多く、現時点では通

期業績予想を合理的に算定することが困難であります。このため、2027年３月期の業績予想及び配当予想を引き続

き未定とさせていただきます。

今後、このような影響が合理的に算定可能となった段階で、速やかに開示するように努めます。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,054,899 2,378,264

受取手形及び売掛金 1,183,640 1,317,600

商品及び製品 900,200 742,189

仕掛品 55,258 66,097

原材料及び貯蔵品 146,948 161,979

その他 19,575 31,836

貸倒引当金 △965 △3,357

流動資産合計 4,359,558 4,694,610

固定資産

有形固定資産

土地 8,125,950 8,125,950

その他（純額） 1,178,962 1,193,152

有形固定資産合計 9,304,913 9,319,103

無形固定資産 24,753 22,607

投資その他の資産 1,151,094 1,174,090

固定資産合計 10,480,762 10,515,802

資産合計 14,840,320 15,210,412
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(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 269,441 366,753

電子記録債務 316,872 349,729

短期借入金 900,000 900,000

未払法人税等 86,223 48,813

賞与引当金 152,527 76,986

その他 414,232 622,204

流動負債合計 2,139,296 2,364,486

固定負債

退職給付引当金 130,891 120,247

役員退職慰労引当金 319,355 326,120

その他 128,285 172,676

固定負債合計 578,531 619,044

負債合計 2,717,828 2,983,531

純資産の部

株主資本

資本金 2,144,134 2,144,134

資本剰余金 2,967,191 2,967,191

利益剰余金 6,748,542 6,838,056

自己株式 △258,123 △258,123

株主資本合計 11,601,744 11,691,258

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 520,747 535,622

評価・換算差額等合計 520,747 535,622

純資産合計 12,122,492 12,226,880

負債純資産合計 14,840,320 15,210,412
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 1,619,914 2,090,555

売上原価 1,189,673 1,502,908

売上総利益 430,240 587,647

販売費及び一般管理費 394,767 410,865

営業利益 35,472 176,781

営業外収益

受取利息 538 1,353

受取配当金 11,083 13,734

受取賃貸料 28,779 25,494

助成金収入 27,405 26,244

その他 11,733 7,282

営業外収益合計 79,540 74,109

営業外費用

支払利息 2,522 2,684

不動産賃貸費用 3,213 3,176

その他 18,350 3,891

営業外費用合計 24,086 9,753

経常利益 90,926 241,137

税引前四半期純利益 90,926 241,137

法人税、住民税及び事業税 2,478 38,888

法人税等調整額 21,421 37,787

法人税等合計 23,899 76,675

四半期純利益 67,026 164,461
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 90,926 241,137

減価償却費 35,958 40,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,409 2,392

賞与引当金の増減額（△は減少） △95,296 △75,541

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12,268 △10,643

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 884 6,765

受取利息及び受取配当金 △11,621 △15,087

支払利息 2,522 2,684

助成金収入 △27,405 △26,244

売上債権の増減額（△は増加） 41,425 △133,960

棚卸資産の増減額（△は増加） 18,995 132,141

仕入債務の増減額（△は減少） △23,654 121,762

その他 58,361 123,477

小計 80,237 409,485

利息及び配当金の受取額 11,278 14,782

助成金の受取額 27,180 26,244

利息の支払額 △6,203 △8,600

法人税等の支払額 △114,925 △66,161

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,433 375,749

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △200,000

固定資産の取得による支出 △113,608 △52,500

その他 － 120

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,608 △252,380

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － 0

配当金の支払額 △18,063 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,063 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △134,105 123,364

現金及び現金同等物の期首残高 1,440,158 1,736,899

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,306,052 1,860,264
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)及び当第１四半期累計期間(自 2026年４月１

日 至 2026年６月30日)

当社は、粘土瓦の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。


